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専務理事
西川　憲一

　

11
月
１
日
（
火
）
司
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
に
て
、
第
28
期
議
員

に
よ
る
臨
時
議
員
総
会
が
開
催

さ
れ
、
会
頭
に
山
田
邦
男
氏

（
㈱
や
ま
し
ょ
う
不
動
産　

代

表
取
締
役
）
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
副
会
頭
に
安

原
光
則
氏
（
㈱
ウ
ッ
ド
ス
ペ
ー

ス　

代
表
取
締
役
）、
吉
岡
一

雄
氏
（
㈲
東
京
堂　

代
表
取
締

役
社
長
）
が
再
任
さ
れ
る
と
と

も
に
、
本
田
正
美
氏
（
㈱
本

田
産
業　

代
表
取
締
役
）
が

新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

専
務
理
事
は
西
川
憲
一
氏
が

再
任
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て

常
議
員
19
名
、
監
事
２
名
を

選
任
し
、
新
体
制
の
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
本
田
勝
春

選
挙
管
理
委
員
長
よ
り
１
号
議

員
32
名
を
代
表
し
て
大
下
綱
紀

氏
（
㈱
玉
設
）
に
当
選
証
書
が

手
渡
さ
れ
、
２
号
議
員
20
名
を

代
表
し
て
熊
野
有
郎
氏
（
㈱
熊

野
組
）、
３
号
議
員
８
名
を
代

表
し
て
嘉
永
湯
世
氏
（
㈱
天
水

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）
に
選
任

証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
期
の
改
選
で
は
11
名
の
方

が
新
た
に
議
員
に
加
わ
り
、
執

行
部
と
総
勢
60
名
の
議
員
で
商

工
会
議
所
運
営
並
び
に
地
域
経

済
の
舵
取
り
を
さ
れ
ま
す
。

　

尚
、
前
会
頭
の
島
本
和
幸
氏

は
顧
問
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

臨
時
議
員
総
会

〜
第
２８
期
玉
名
商
工
会
議
所
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
〜

会
頭
に
山
田
邦
男
氏（
㈱
や
ま
し
ょ
う
不
動
産
）を
選
任

会 　 頭
山田　邦男

副 会 頭
吉岡　一雄

副 会 頭
本田　正美

副 会 頭
安原　光則

食 料 品 部 会

観光サービス部会

工 業 部 会

建 設 産 業 部 会

交 通 運 輸 部 会

商 業 部 会

専門サービス部会

理 財 部 会

第１号議案

第２号議案

第３号議案

第４号議案

第５号議案

第６号議案

会頭に山田邦男氏を選任し、同人は即時就
任を承諾
副会頭は山田会頭案（安原光則氏、吉岡一
雄氏、本田正美氏）を承認
専務理事は山田会頭案（西川憲一氏）を承認
常議員１９名は執行部案を承認（３面名簿の
とおり）
監事２名は執行部案（荒木聡氏、前本勝氏）
を承認
総務委員会、広報福祉厚生委員会、観光活性化
委員会、地域経済活性化委員会の構成を承認

馬 場 　 恵 士

髙 木 　 英 充

小 畠 　 耕 作

中 川 　 貴 士

福 田 　 洋

深 見 　 京 司

久保田めぐみ

安 原 　 勇

恭栄堂　玉名店

㈱エイトライズ

㈲玉名民報印刷

㈱中川組

岱明運輸㈱

有明石油㈱

㈲つばめ薬局

㈱アース

第
28
期
玉
名
商
工
会
議
所
部
会
長

○臨時議員総会決議事項
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こ
の
た
び
、
議
員
の
皆

様
方
の
推
挙
を
受
け
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

り
ま
す
が
、
第
28
期
玉
名

商
工
会
議
所
会
頭
を
仰
せ

つ
か
り
ま
し
た
。

　

就
任
に
あ
た
り
、
一
言

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
も
っ
て
、
第
27
期

島
本
前
会
頭
に
は
、
会
議

所
運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

振
り
返
る
と
27
期
に

な
っ
て
間
も
な
く
コ
ロ
ナ

禍
と
な
り
、
思
う
よ
う
に

会
議
も
開
催
で
き
ず
、
困

難
な
状
況
の
中
、
任
期
を

ま
っ
と
う
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て

も
、
行
政
等
と
連
携
し
て

の
ワ
ク
チ
ン
職
域
接
種
や
、

ま
た
初
め
て
議
員
懇
談
会

を
開
催
し
て
役
員
・
議
員

間
の
結
束
を
強
め
る
な
ど
、

そ
の
功
績
は
た
い
へ
ん
大

き
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

さ
て
、
我
々
商
工
業
者

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
近

年
、劇
的
に
変
化
し
て
お
り
、

特
に
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
長

引
い
て
お
り
ま
す
。
テ
レ

ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

は
、
働
き
方
そ
の
も
の
に
大

き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、

皮
肉
に
も
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ

か
け
に
働
き
方
改
革
が
大
き

く
進
展
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
と
合
わ
せ
て
話
題
に

上
る
の
が
生
産
性
の
向
上
で

す
が
、
こ
こ
で
重
要
と
な
る

の
が
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

で
す
。Ｄ
Ｘ
に
関
し
て
は
、

ま
だ
ま
だ
地
方
に
お
い
て
は

進
展
が
見
ら
れ
ず
、
大
き
な

課
題
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
社
会
・

環
境
へ
の
配
慮
が
必
須
の

状
況
下
に
お
い
て
、
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

よ
る
影
響
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
含
め
た
物
価
高
騰
、
急

激
な
円
安
な
ど
の
難
題
に
、

私
た
ち
商
工
業
者
は
対
応

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

我
々
の
上
部
組
織
で
あ

る
日
本
商
工
会
議
所
は
、

本
年
度
創
立
１
０
０
周
年

を
迎
え
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
て
『
地
域
と
と
も
に
、

未
来
を
創
る
』
を
宣
言
し

ま
し
た
。

　

第
27
期 

島
本
前
会
頭

は
、『
地
域
を
繋
げ 

未
来

を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
』

を
掲
げ
、「
新
し
い
資
本
主

義
」に
お
い
て
も
重
点
テ
ー

マ
と
な
っ
て
い
る
、「
人
材

へ
の
投
資
」
を
実
践
し
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ふ
た
つ
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
相
通
ず
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、第
28
期
は
『
育

て
よ
う
、
社
員
を
！ 

育
て

よ
う
、
自
分
を
！ 

人
が
育

て
ば
地
域
も
育
つ
』
を
基

本
方
針
と
し
、
玉
名
商
工

会
議
所
の
運
営
に
当
た
り

た
い
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
実
践
に
は
、
60
名

の
議
員
の
皆
様
並
び
に
会

員
の
皆
様
の
、
絶
大
な
る

ご
支
援
・
ご
協
力
が
不
可

欠
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
切
に
お
願
い
申

し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

　

玉
名
商
工
会
議
所
会
頭

を
退
任
す
る
に
あ
た
り
、

一
言
お
礼
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
元
年
11
月
の
臨
時

議
員
総
会
に
お
い
て
、
議

員
の
皆
様
の
ご
推
挙
に
よ

り
、
名
誉
あ
る
第
27
代
会

頭
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
以
来
３
年
間

会
頭
の
重
責
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

こ
こ
ま
で
、
副
会
頭
を
は

じ
め
議
員
の
皆
様
方
、
会

員
各
位
の
温
か
い
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
を
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

就
任
後
間
も
な
く
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い

う
、
過
去
の
経
済
危
機
と

は
全
く
性
質
の
異
な
る
経

済
シ
ョ
ッ
ク
に
見
舞
わ

れ
、
人
の
動
き
を
止
め
ら

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
進
み
緩
や

か
な
が
ら
持
ち
直
し
の
動

き
が
み
ら
れ
て
い
る
と
は

言
え
、
感
染
拡
大
と
終
息

を
繰
り
返
す
短
期
的
な
局

面
変
化
の
中
で
、
一
進
一

退
の
状
況
が
依
然
続
い
て

お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
会
員
事
業

者
に
対
す
る
経
営
支
援
こ
そ

が
、
商
工
会
議
所
が
取
り

組
む
べ
き
重
要
課
題
と
と

ら
え
、
特
別
相
談
窓
口
の

設
置
や
専
門
相
談
員
の
配

置
に
よ
る
支
援
体
制
を
強

化
し
資
金
調
達
や
助
成
金

申
請
等
の
支
援
に
総
力
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
、
職

員
の
皆
さ
ん
の
奮
闘
に
頭
が

下
が
る
思
い
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
お
き
ま
し

て
も
、
花
火
大
会
な
ど
ほ

と
ん
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
で
き
ず
、
こ
の
３
年
間

を
苦
慮
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
１
期
３
年
と
い
う

短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
幸
い
に
し
て
後
任

の
会
頭
に
（
株
）
や
ま
し
ょ

う
不
動
産
の
山
田
邦
男
氏

と
い
う
最
適
任
者
を
得
ま

し
た
こ
と
は
、
私
の
大
き

な
喜
び
で
あ
り
、
新
会
頭

へ
の
絶
大
な
る
ご
支
援
を

お
願
い
す
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

山
田
新
会
頭
の
下
、
玉

名
商
工
会
議
所
な
ら
び
に

会
員
企
業
が
益
々
発
展
さ

れ
る
こ
と
を
祈
念
し
、
今

日
ま
で
私
に
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
温
か
い
ご
厚

情
、
ご
協
力
に
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
し
て
、
退

任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

就
任
の
ご
挨
拶

第
28
期
会
頭

　
　
山
田
　
邦
男

退
任
の
ご
挨
拶

第
27
期
会
頭

　 

島
本
　
和
幸

（2）令和４年11月15日



役職名 氏　　名 事　業　所　名
会　頭 山田　邦男 ㈱やましょう不動産
副会頭 安原　光則 ㈱ウッドスペース
〃 吉岡　一雄 ㈲東京堂
〃 本田　正美 ㈲本田産業

専務理事 西川　憲一
常議員 天野　輝彦 松本建設㈱
〃 今村　安志 ㈱有明電設
〃 上田　継弘 司観光開発㈱
〃 小畠　耕作 ㈲玉名民報印刷
〃 岸田　　普 岸田観光㈲
〃 木村　啓一 ㈱木村海苔
〃 木村　　信 ㈲信栄不動産
〃 猿渡　明洋 柳屋茶舗
〃 島本　正和 ㈱マルエイ
〃 千蔵　隆資 熊本鋼機㈱
〃 中川　貴士 ㈱中川組
〃 西嶋　興生 ㈲西島塗装
〃 平田　信吾 ㈱天水
〃 平田　雄二 ㈲平田商店
〃 深見　京司 有明石油㈱
〃 福田　　洋 岱明運輸㈱
〃 堀本　武司 ㈱オンリーワン
〃 安原　　勇 ㈱アース
〃 渡邉　太朗 社会福祉法人　博心会

監　事 荒木　　聡 玉名高瀬郵便局
〃 前本　　勝 玉名農業協同組合

理　事 高井　信彦 ㈱伝座工房
議　員 有田　聖一 ㈲原口建材店
〃 井口　雅博 ㈲ライスセンター井口
〃 上田　士史 ㈲室内装飾ウエダ
〃 上原　光徳 九州電力㈱熊本西営業センター
〃 上村　　司 ㈱山田組
〃 浦田　敬一郎 ㈱浦田運動具店

役職名 氏　　名 事　業　所　名
議　員 耘野　信二 ㈱マルヨ不動産
〃 大下　綱紀 ㈱玉設
〃 大村　　一 ㈲オオムラ
〃 小川　博史 ㈲熊日玉名西販売センター
〃 小山　倫生 ㈲オヤマガス
〃 甲斐　俊秀 麻雀クラブ葵一色
〃 嘉永　湯世 ㈱天水ホールディングス
〃 木付　博文 木付板金工業㈱
〃 久保　善弘 ㈱ブリヂストン 熊本工場
〃 熊野　有郎 ㈱熊野組
〃 品川　真輝 スローフードの店　品川
〃 杉谷　方英 社会福祉法人 天恵会
〃 髙木　英充 ㈱エイトライズ
〃 髙向　一洋 ㈱スマイルファクトリー
〃 竹永　　健 ㈱天水総合カンパニー
〃 田中　慎一 城北瓦㈱
〃 佃　　嘉幸 ㈱三ツ川ブロック工業
〃 中嶋　信秀 熊本第一信用金庫 玉名支店
〃 長友　孝介 アクサ生命保険㈱熊本城北営業所
〃 野島　洋治 ㈱肥後銀行 玉名支店
〃 橋本　拡史 西日本電信電話㈱熊本支店
〃 羽山　眞澄 ㈱眞和工房
〃 本田　勝久 吉岡印房
〃 馬氷　慎哉 ㈱熊本銀行 玉名支店
〃 松浦　哲也 ㈲松浦写真場
〃 松﨑　健次 松﨑司法書士事務所
〃 松永　裕治 ㈲松永自動車
〃 丸山　晃範 ㈱ＡＢＣ
〃 村中　　寛 ㈲村中酒店
〃 山田　勝利 ㈱双葉運輸
〃 山元　康博 熊本中央信用金庫 玉名支店
〃 吉永　博之 ㈱さつき別荘
〃 米 﨑　 雅 博 ㈱金のわらじフードサービス

第28期玉名商工会議所役員議員名簿
（五十音順）

第254号（3）令和４年11月15日



会員情報
（所在地や代表者など）に変更・訂正がある場合は、
総務課（Tel 72-3106）までご連絡ください。

・
全
国
旅
行
支
援
、
熊
本
県
U
I
J
タ
ー
ン
就

職
支
援
セ
ン
タ
ー
の
案
内

広
報
・
福
祉
厚
生
委
員
会

第
12
回

令
和
４
年
９
月
14
日（
水
）

①
会
報「
花
し
ょ
う
ぶ
」第
2
5
4
号
に
つ
い
て

・
記
事
予
定
通
り
承
認 

 

②
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
つ
い
て

・
委
員
会
主
催
に
て
10
月
4
日
（
火
）

　

司
ロ
イ
ヤ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
て
開
催

③
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
に
つ
い
て

・
11
月
28
日
（
月
）
19
時
〜 

司
ボ
ウ
リ
ン
グ
場

・
会
報
記
事
に
て
周
知
記
事
掲
載

工
業
部
会

令
和
４
年
度
総
会

令
和
４
年
９
月
21
日（
水
）

①
第
28
期
２
号
議
員
の
選
出
に
つ
い
て

・
第
28
期
２
号
議
員
と
し
て
㈲
玉
名
民
報
印

刷 

小
畠
氏
、
熊
本
鋼
機
㈱ 

千
蔵
氏
を
選
任

す
る
。

②
第
28
期
工
業
部
会
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

・
小
畠
部
会
長
・
木
付
副
部
会
長
を
留
任
と

し
、
運
営
委
員
の
選
任
は
部
会
長
に
一
任

す
る
。

食
料
品
部
会

令
和
４
年
度
総
会

令
和
４
年
９
月
21
日（
水
）

①
第
28
期
２
号
議
員
の
選
出
に
つ
い
て

・
第
27
期
２
号
議
員
と
し
て
㈲
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

井
口 

井
口
氏
、
㈱
木
村
海
苔 

木
村
氏
を
選
任

す
る
。

②
第
28
期
食
料
品
部
会
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

・
馬
場
部
会
長
・
田
中
丸
副
部
会
長
を
留
任
と

し
、
運
営
委
員
と
し
て
新
た
に
吉
永
商
店
の

吉
永
氏
を
選
任
す
る
。
運
営
委
員
の
選
任
は

部
会
長
に
一
任
す
る
。

観
光
活
性
化
委
員
会

令
和
４
年
度
総
会

令
和
４
年
８
月
26
日（
金
）

①
観
光
先
進
地
視
察
研
修
に
つ
い
て

・
令
和
４
年
８
月
26
日
（
金
）
〜
27
日
（
土
）
、

大
分
県
竹
田
市
を
視
察
。
竹
田
市
観
光
ツ
ー

リ
ズ
ム
協
会
、
ま
ち
づ
く
り
た
け
た
㈱
で
研

修
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
ま
た
同
協
会
が

作
成
す
る
モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
体
験
も
行
っ

た
。
玉
名
観
光
の
発
展
に
繋
げ
る
た
め
今
回

の
研
修
報
告
を
踏
ま
え
各
関
係
団
体
へ
の
提

言
活
動
を
行
う
。

観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会

令
和
４
年
度
総
会

令
和
４
年
９
月
22
日（
木
）

①
第
27
期
部
会
長
の
選
出
に
つ
い
て

・
第
27
期
部
会
長
に
つ
い
て
㈱
エ
イ
ト
ラ
イ
ズ 

髙
木
英
充
氏
を
選
任
す
る
。

②
第
28
期
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

・
髙
木
部
会
長
、
岸
田
副
部
会
長
・
吉
永
副
部

会
長
を
留
任
と
し
、
運
営
委
員
の
選
任
は
部

会
長
に
一
任
す
る
。

③
第
28
期
２
号
議
員
の
選
出
に
つ
い
て

・
第
28
期
2
号
議
員
と
し
て
麻
雀
ク
ラ
ブ
葵
一
色 

甲
斐
氏
、
岸
田
観
光
㈲ 

岸
田
氏
、
㈱
金
の
わ
ら

じ
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス 

米
﨑
氏
を
選
任
す
る
。

交
通
運
輸
部
会

令
和
４
年
度
総
会（
書
面
決
議
）

令
和
４
年
９
月
26
日（
月
）

①
第
28
期
２
号
議
員
の
選
出
に
つ
い
て

・
第
28
期
２
号
議
員
と
し
て
㈱
天
水 

平
田
氏
を

選
任
す
る
。

②
第
28
期
交
通
運
輸
部
会
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

・
福
田
部
会
長
・
松
永
副
部
会
長
を
留
任
と

し
、
副
部
会
長
と
し
て
新
た
に
J
R
九
州
旅

客
鉄
道
㈱ 

鹿
島
氏
、
㈲
村
田
自
動
車 

藏
原
氏

を
選
任
す
る
。
運
営
委
員
に
つ
い
て
は
新
た

に
㈱
天
水 

平
田
氏
、
森
山
モ
ー
タ
ー
ス 

森
山

氏
、
㈱
宝
島
引
越
運
輸　

徳
永
氏
、
瀬
戸
グ

ル
ー
プ 

白
木
氏
を
選
任
す
る
。
現
役
員
に
つ

い
て
は
留
任
の
可
否
を
確
認
す
る
。

商
業
部
会

令
和
４
年
度
総
会

令
和
４
年
９
月
16
日（
金
）

①
第
28
期
２
号
議
員
の
選
出
に
つ
い
て

・
第
28
期
２
号
議
員
と
し
て
有
明
石
油
㈱ 

深
見
氏
、

㈱
天
水
総
合
カ
ン
パ
ニ
ー 

竹
永
氏
、
㈲
オ
ヤ
マ
ガ

ス 

小
山
氏
を
選
任
す
る
。

②
第
28
期
商
業
部
会
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

・
深
見
部
会
長
を
留
任
と
し
、
副
部
会
長
と
し

て
新
た
に
㈱
浦
田
運
動
具
店
の
浦
田
氏
を
選

任
す
る
。
運
営
委
員
の
選
任
は
部
会
長
に
一

任
す
る
。

建
設
産
業
部
会

令
和
４
年
度
総
会

令
和
４
年
９
月
14
日（
水
）

①
第
28
期
２
号
議
員
の
選
出
に
つ
い
て

・
第
28
期
２
号
議
員
と
し
て
㈱
中
川
組 

中
川
氏
、

㈱
有
明
電
設 

今
村
氏
、
㈱
眞
和
工
房 

羽
山
氏
、

㈱
熊
野
組 

熊
野
氏
を
選
任
す
る
。

②
第
28
期
建
設
産
業
部
会
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

・
中
川
部
会
長
・
羽
山
副
部
会
長
を
留
任
と

し
、
副
部
会
長
と
し
て
新
た
に
㈱
玉
設
の
大

下
氏
を
選
任
す
る
。
運
営
委
員
の
選
任
は
部

会
長
に
一
任
す
る
。

理
財
部
会

令
和
４
年
度
総
会

令
和
４
年
９
月
21
日（
水
）

①
第
28
期
２
号
議
員
の
選
出
に
つ
い
て

・
第
28
期
２
号
議
員
と
し
て
㈲
信
栄
不
動
産 

木
村

氏
、
玉
名
高
瀬
郵
便
局 

荒
木
氏
を
選
任
す
る
。

②
第
28
期
部
会
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

・
新
た
に
㈱
ア
ー
ス 

安
原
氏
を
部
会
長
に
選
任

し
、
副
部
会
長
、
運
営
委
員
の
選
任
は
部
会

長
に
一
任
す
る
。

専
門
サ
ー
ビ
ス
部
会

令
和
４
年
度
総
会

令
和
４
年
９
月
26
日（
月
）

①
第
28
期
２
号
議
員
の
選
出
に
つ
い
て

・
第
28
期
２
号
議
員
と
し
て
松
﨑
司
法
書
士
事
務

所 

松
﨑
氏
、
玉
名
農
業
協
同
組
合 

前
本
氏
、

西
日
本
電
信
電
話
㈱ 

橋
本
氏
を
選
任
す
る
。

②
第
28
期
部
会
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

・
久
保
田
部
会
長
・
村
上
副
部
会
長
を
留
任
と

す
る
。
運
営
委
員
の
選
任
は
部
会
長
に
一
任

す
る
。

正
副
会
頭
会
議

令
和
４
年
7
月
6
日（
水
）

① 

７
月
・８
月
の
行
事
予
定

・
対
応
者
等
を
確
認
し
た
。

②
高
瀬
蔵
テ
ナ
ン
ト
家
賃
に
つ
い
て

・
8
月
納
入
分
を
検
討
、
協
議
し
た
。

③
高
瀬
蔵
協
議
会
に
つ
い
て

・
メ
ン
バ
ー
構
成
等
を
協
議
し
た
。

④ 

法
定
経
営
指
導
員
の
変
更
に
つ
い
て

・
現
法
定
指
導
員
退
職
に
伴
い
、
8
月
1
日
か

ら
担
当
者
の
変
更
を
決
議
し
た
。

⑤
執
行
部
・
議
員
懇
談
会
に
つ
い
て

・
開
催
の
時
期
は
役
員
議
員
改
選
後
と
な
る
た

め
、
新
執
行
部
が
改
め
て
検
討
、
実
施
す
る
。

令
和
４
年
８
月
３
日（
水
）

①
８
月
・９
月
の
行
事
予
定

・
対
応
者
等
を
確
認
し
た
。

②『（
仮
）高
瀬
蔵
運
営
検
討
協
議
会
』に
つ
い
て

・
関
係
機
関
に
口
頭
で
説
明
し
、
委
員
を
選
出

し
て
い
た
だ
い
た
。

・
特
別
委
員
会
の
答
申
「
管
理
運
営
の
一
元

化
」
に
向
け
て
協
議
す
る
。

・
会
の
名
称
は
案
の
通
り
と
し
、
山
田
副
会
頭

に
座
長
を
委
任
す
る
。

③ 

就
活
事
業
に
つ
い
て

・
活
用
で
き
る
補
助
金
を
探
し
て
実
施
す
る
。

・
玉
名
市
主
催
の
企
業
説
明
会
と
の
連
携
を
検

討
す
る
。

令
和
４
年
９
月
７
日（
水
）

①
９
月
・
10
月
の
行
事
予
定

・
対
応
者
等
を
確
認
し
た
。

令
和
４
年
10
月
５
日（
水
）

①
10
月
・
11
月
の
行
事
予
定

・
対
応
者
等
を
確
認
し
た
。

② 

臨
時
議
員
総
会
・
常
議
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

・
当
日
の
流
れ
、
役
割
分
担
等
を
確
認
し
た
。

③
第
27
期
の
と
り
ま
と
め
・
第
28
期
へ
の
引
継
ぎ
に

つ
い
て

・
事
業
計
画
書
に
基
づ
き
進
捗
状
況
を
確
認

し
た
。

・
や
り
残
し
が
無
い
よ
う
留
意
す
る
。
新
体
制
で

は
、
新
規
計
画
追
加
も
可
能
。

総
務
委
員
会

第
25
回

令
和
４
年
８
月
９
日（
火
）

①
令
和
４
年
度
就
活
事
業
に
つ
い
て

・
令
和
4
年
度
は
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
を
鑑
み

中
止
と
し
、
今
後
は
合
同
入
社
式
や
新
入
社

員
研
修
会
の
開
催
も
含
め
て
検
討
す
る
。

②
高
瀬
蔵
事
業
に
お
け
る
協
議
会
の
設
立
に
つ
い
て

・
高
瀬
蔵
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
行
政
や
地
元

団
体
と
「
高
瀬
蔵
運
営
検
討
協
議
会
」
を
設

立
し
、
今
後
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
旨
を

報
告
。

③
報
告
事
項

・
会
員
加
入
・
脱
退
状
況
に
つ
い
て

・
日
商
創
立
1
0
0
周
年
記
念
事
業
オ
ン
ラ
イ
ン

講
演
会
に
つ
い
て

第
26
回

令
和
４
年
９
月
13
日（
火
）

①
令
和
4
年
度
玉
名
市
商
工
会
と
の
合
同
懇
談
会

に
つ
い
て

・
令
和
4
年
11
月
下
旬
〜
12
月
中
旬
の
開
催
と

し
、
昨
年
の
参
集
範
囲
に
加
え
、
商
工
会
の

若
手
会
員
に
も
参
加
を
依
頼
す
る
。

・
市
の
各
部
署
に
も
参
加
を
依
頼
し
、
行
政
と

の
情
報
共
有
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。 

②
報
告
事
項

・
会
員
加
入
・
脱
退
状
況
に
つ
い
て

第
27
回

令
和
４
年
10
月
11
日（
火
）

①
令
和
4
年
度
玉
名
市
商
工
会
と
の
合
同
懇
談
会

に
つ
い
て

・
開
催
日
程
や
テ
ー
マ
は
商
工
会
と
打
合
せ

し
、
懇
談
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
第
28
期
総

務
委
員
会
に
て
協
議
す
る
。

②
第
28
期
へ
の
引
継
事
項
等
に
つ
い
て

・
第
27
期
実
績
報
告
及
び
第
28
期
へ
の
引
継
事
項

に
つ
い
て
協
議
。
引
継
事
項
に
関
し
て
は
第
28

期
第
1
回
総
務
委
員
会
に
て
報
告
す
る
。

③
報
告
事
項

・
会
員
加
入
・
脱
退
状
況
に
つ
い
て

商
工
会
議
所
の
動
き

（
各
種
会
議
報
告
）７
月
〜
１０
月

１
株式会社 オーシャン
城戸　敏任
株式会社 オーシャン
城戸　敏任

転職相談（半導体技術者専門）
船舶修理・取付

よろしくお願いいたします。よろしくお願いいたします。

株式会社 玉想
山川　武志
株式会社 玉想
山川　武志

玉名市岩崎49-1
葬祭業

玉名地域発展のために頑張りますので、よろしくお願いいたします。玉名地域発展のために頑張りますので、よろしくお願いいたします。
2

有限会社 シマダ保険事務所
角田　貴浩

玉名市大倉511-1
保険代理店

よろしくお願いいたします。
3

44
株式会社 丸森電設
丸森　紀幸
株式会社 丸森電設
丸森　紀幸
株式会社 丸森電設
丸森　紀幸

玉名市築地1003-10
電気工事業・管工事業・消防設備業

よろしくお願いいたします。よろしくお願いいたします。よろしくお願いいたします。

5
DAN DAN
宮﨑　和代
DAN DAN
宮﨑　和代

玉名市中1939-13
弁当製造・販売

よろしくお願いいたします。よろしくお願いいたします。

6
合同会社 アーシア
倉橋　龍
合同会社 アーシア
倉橋　龍

玉名市片諏訪87 片諏訪ハイツ2
工場機械製造業

工場機械は何でも製作します。よろしくお願いいたします。工場機械は何でも製作します。よろしくお願いいたします。

Three Peace
藏本　浩
Three Peace
藏本　浩

玉名市伊倉北方2484-2
転職相談（半導体技術者専門）

よろしくお願いいたします。よろしくお願いいたします。
7

スナック糸
宮本　麗菜

玉名市高瀬414
スナック・カラオケ

楽しく飲んで、歌って、談話したいと思っていますので、よろしくお願いいたします。
8

9
株式会社 天水ホールディングス
嘉永　湯世

玉名市天水町小天7262番地
子会社の株式保有と経営管理業・子会社に対する貸付
玉名市天水町小天7262番地
子会社の株式保有と経営管理業・子会社に対する貸付

よろしくお願いいたします。

10
熊本鋼機株式会社
千蔵　隆資

玉名郡長洲町名石浜35-12
鋼材曲加工業
玉名郡長洲町名石浜35-12
鋼材曲加工業

よろしくお願いいたします。

11
株式会社 丸光海運
山田　雄二

玉名市大浜町2173-1
砂運搬・内航海運業
玉名市大浜町2173-1
砂運搬・内航海運業

よろしくお願いいたします。

令和４年6月～10月受付
（順不同・敬称略）

新入会員ご紹介

ど う ぞ よ ろ し く !ど う ぞ よ ろ し く !ど う ぞ よ ろ し く !
事業所名・代表者・住所・事業内容・一言PR
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・
全
国
旅
行
支
援
、
熊
本
県
U
I
J
タ
ー
ン
就

職
支
援
セ
ン
タ
ー
の
案
内

広
報
・
福
祉
厚
生
委
員
会

第
12
回

令
和
４
年
９
月
14
日（
水
）

①
会
報「
花
し
ょ
う
ぶ
」第
2
5
4
号
に
つ
い
て

・
記
事
予
定
通
り
承
認 

 

②
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
つ
い
て

・
委
員
会
主
催
に
て
10
月
4
日
（
火
）

　

司
ロ
イ
ヤ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
て
開
催

③
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
に
つ
い
て

・
11
月
28
日
（
月
）
19
時
〜 

司
ボ
ウ
リ
ン
グ
場

・
会
報
記
事
に
て
周
知
記
事
掲
載

工
業
部
会

令
和
４
年
度
総
会

令
和
４
年
９
月
21
日（
水
）

①
第
28
期
２
号
議
員
の
選
出
に
つ
い
て

・
第
28
期
２
号
議
員
と
し
て
㈲
玉
名
民
報
印

刷 

小
畠
氏
、
熊
本
鋼
機
㈱ 

千
蔵
氏
を
選
任

す
る
。

②
第
28
期
工
業
部
会
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

・
小
畠
部
会
長
・
木
付
副
部
会
長
を
留
任
と

し
、
運
営
委
員
の
選
任
は
部
会
長
に
一
任

す
る
。

食
料
品
部
会

令
和
４
年
度
総
会

令
和
４
年
９
月
21
日（
水
）

①
第
28
期
２
号
議
員
の
選
出
に
つ
い
て

・
第
27
期
２
号
議
員
と
し
て
㈲
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

井
口 

井
口
氏
、
㈱
木
村
海
苔 

木
村
氏
を
選
任

す
る
。

②
第
28
期
食
料
品
部
会
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

・
馬
場
部
会
長
・
田
中
丸
副
部
会
長
を
留
任
と

し
、
運
営
委
員
と
し
て
新
た
に
吉
永
商
店
の

吉
永
氏
を
選
任
す
る
。
運
営
委
員
の
選
任
は

部
会
長
に
一
任
す
る
。

観
光
活
性
化
委
員
会

令
和
４
年
度
総
会

令
和
４
年
８
月
26
日（
金
）

①
観
光
先
進
地
視
察
研
修
に
つ
い
て

・
令
和
４
年
８
月
26
日
（
金
）
〜
27
日
（
土
）
、

大
分
県
竹
田
市
を
視
察
。
竹
田
市
観
光
ツ
ー

リ
ズ
ム
協
会
、
ま
ち
づ
く
り
た
け
た
㈱
で
研

修
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
ま
た
同
協
会
が

作
成
す
る
モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
体
験
も
行
っ

た
。
玉
名
観
光
の
発
展
に
繋
げ
る
た
め
今
回

の
研
修
報
告
を
踏
ま
え
各
関
係
団
体
へ
の
提

言
活
動
を
行
う
。

観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会

令
和
４
年
度
総
会

令
和
４
年
９
月
22
日（
木
）

①
第
27
期
部
会
長
の
選
出
に
つ
い
て

・
第
27
期
部
会
長
に
つ
い
て
㈱
エ
イ
ト
ラ
イ
ズ 

髙
木
英
充
氏
を
選
任
す
る
。

②
第
28
期
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

・
髙
木
部
会
長
、
岸
田
副
部
会
長
・
吉
永
副
部

会
長
を
留
任
と
し
、
運
営
委
員
の
選
任
は
部

会
長
に
一
任
す
る
。

③
第
28
期
２
号
議
員
の
選
出
に
つ
い
て

・
第
28
期
2
号
議
員
と
し
て
麻
雀
ク
ラ
ブ
葵
一
色 

甲
斐
氏
、
岸
田
観
光
㈲ 

岸
田
氏
、
㈱
金
の
わ
ら

じ
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス 

米
﨑
氏
を
選
任
す
る
。

交
通
運
輸
部
会

令
和
４
年
度
総
会（
書
面
決
議
）

令
和
４
年
９
月
26
日（
月
）

①
第
28
期
２
号
議
員
の
選
出
に
つ
い
て

・
第
28
期
２
号
議
員
と
し
て
㈱
天
水 
平
田
氏
を

選
任
す
る
。

②
第
28
期
交
通
運
輸
部
会
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

・
福
田
部
会
長
・
松
永
副
部
会
長
を
留
任
と

し
、
副
部
会
長
と
し
て
新
た
に
J
R
九
州
旅

客
鉄
道
㈱ 

鹿
島
氏
、
㈲
村
田
自
動
車 

藏
原
氏

を
選
任
す
る
。
運
営
委
員
に
つ
い
て
は
新
た

に
㈱
天
水 

平
田
氏
、
森
山
モ
ー
タ
ー
ス 

森
山

氏
、
㈱
宝
島
引
越
運
輸　

徳
永
氏
、
瀬
戸
グ

ル
ー
プ 

白
木
氏
を
選
任
す
る
。
現
役
員
に
つ

い
て
は
留
任
の
可
否
を
確
認
す
る
。

商
業
部
会

令
和
４
年
度
総
会

令
和
４
年
９
月
16
日（
金
）

①
第
28
期
２
号
議
員
の
選
出
に
つ
い
て

・
第
28
期
２
号
議
員
と
し
て
有
明
石
油
㈱ 

深
見
氏
、

㈱
天
水
総
合
カ
ン
パ
ニ
ー 

竹
永
氏
、
㈲
オ
ヤ
マ
ガ

ス 

小
山
氏
を
選
任
す
る
。

②
第
28
期
商
業
部
会
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

・
深
見
部
会
長
を
留
任
と
し
、
副
部
会
長
と
し

て
新
た
に
㈱
浦
田
運
動
具
店
の
浦
田
氏
を
選

任
す
る
。
運
営
委
員
の
選
任
は
部
会
長
に
一

任
す
る
。

建
設
産
業
部
会

令
和
４
年
度
総
会

令
和
４
年
９
月
14
日（
水
）

①
第
28
期
２
号
議
員
の
選
出
に
つ
い
て

・
第
28
期
２
号
議
員
と
し
て
㈱
中
川
組 

中
川
氏
、

㈱
有
明
電
設 

今
村
氏
、
㈱
眞
和
工
房 

羽
山
氏
、

㈱
熊
野
組 

熊
野
氏
を
選
任
す
る
。

②
第
28
期
建
設
産
業
部
会
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

・
中
川
部
会
長
・
羽
山
副
部
会
長
を
留
任
と

し
、
副
部
会
長
と
し
て
新
た
に
㈱
玉
設
の
大

下
氏
を
選
任
す
る
。
運
営
委
員
の
選
任
は
部

会
長
に
一
任
す
る
。

理
財
部
会

令
和
４
年
度
総
会

令
和
４
年
９
月
21
日（
水
）

①
第
28
期
２
号
議
員
の
選
出
に
つ
い
て

・
第
28
期
２
号
議
員
と
し
て
㈲
信
栄
不
動
産 

木
村

氏
、
玉
名
高
瀬
郵
便
局 

荒
木
氏
を
選
任
す
る
。

②
第
28
期
部
会
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

・
新
た
に
㈱
ア
ー
ス 

安
原
氏
を
部
会
長
に
選
任

し
、
副
部
会
長
、
運
営
委
員
の
選
任
は
部
会

長
に
一
任
す
る
。

専
門
サ
ー
ビ
ス
部
会

令
和
４
年
度
総
会

令
和
４
年
９
月
26
日（
月
）

①
第
28
期
２
号
議
員
の
選
出
に
つ
い
て

・
第
28
期
２
号
議
員
と
し
て
松
﨑
司
法
書
士
事
務

所 

松
﨑
氏
、
玉
名
農
業
協
同
組
合 

前
本
氏
、

西
日
本
電
信
電
話
㈱ 
橋
本
氏
を
選
任
す
る
。

②
第
28
期
部
会
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

・
久
保
田
部
会
長
・
村
上
副
部
会
長
を
留
任
と

す
る
。
運
営
委
員
の
選
任
は
部
会
長
に
一
任

す
る
。

正
副
会
頭
会
議

令
和
４
年
7
月
6
日（
水
）

① 

７
月
・８
月
の
行
事
予
定

・
対
応
者
等
を
確
認
し
た
。

②
高
瀬
蔵
テ
ナ
ン
ト
家
賃
に
つ
い
て

・
8
月
納
入
分
を
検
討
、
協
議
し
た
。

③
高
瀬
蔵
協
議
会
に
つ
い
て

・
メ
ン
バ
ー
構
成
等
を
協
議
し
た
。

④ 

法
定
経
営
指
導
員
の
変
更
に
つ
い
て

・
現
法
定
指
導
員
退
職
に
伴
い
、
8
月
1
日
か

ら
担
当
者
の
変
更
を
決
議
し
た
。

⑤
執
行
部
・
議
員
懇
談
会
に
つ
い
て

・
開
催
の
時
期
は
役
員
議
員
改
選
後
と
な
る
た

め
、
新
執
行
部
が
改
め
て
検
討
、
実
施
す
る
。

令
和
４
年
８
月
３
日（
水
）

①
８
月
・９
月
の
行
事
予
定

・
対
応
者
等
を
確
認
し
た
。

②『（
仮
）高
瀬
蔵
運
営
検
討
協
議
会
』に
つ
い
て

・
関
係
機
関
に
口
頭
で
説
明
し
、
委
員
を
選
出

し
て
い
た
だ
い
た
。

・
特
別
委
員
会
の
答
申
「
管
理
運
営
の
一
元

化
」
に
向
け
て
協
議
す
る
。

・
会
の
名
称
は
案
の
通
り
と
し
、
山
田
副
会
頭

に
座
長
を
委
任
す
る
。

③ 

就
活
事
業
に
つ
い
て

・
活
用
で
き
る
補
助
金
を
探
し
て
実
施
す
る
。

・
玉
名
市
主
催
の
企
業
説
明
会
と
の
連
携
を
検

討
す
る
。

令
和
４
年
９
月
７
日（
水
）

①
９
月
・
10
月
の
行
事
予
定

・
対
応
者
等
を
確
認
し
た
。

令
和
４
年
10
月
５
日（
水
）

①
10
月
・
11
月
の
行
事
予
定

・
対
応
者
等
を
確
認
し
た
。

② 

臨
時
議
員
総
会
・
常
議
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

・
当
日
の
流
れ
、
役
割
分
担
等
を
確
認
し
た
。

③
第
27
期
の
と
り
ま
と
め
・
第
28
期
へ
の
引
継
ぎ
に

つ
い
て

・
事
業
計
画
書
に
基
づ
き
進
捗
状
況
を
確
認

し
た
。

・
や
り
残
し
が
無
い
よ
う
留
意
す
る
。
新
体
制
で

は
、
新
規
計
画
追
加
も
可
能
。

総
務
委
員
会

第
25
回

令
和
４
年
８
月
９
日（
火
）

①
令
和
４
年
度
就
活
事
業
に
つ
い
て

・
令
和
4
年
度
は
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
を
鑑
み

中
止
と
し
、
今
後
は
合
同
入
社
式
や
新
入
社

員
研
修
会
の
開
催
も
含
め
て
検
討
す
る
。

②
高
瀬
蔵
事
業
に
お
け
る
協
議
会
の
設
立
に
つ
い
て

・
高
瀬
蔵
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
行
政
や
地
元

団
体
と
「
高
瀬
蔵
運
営
検
討
協
議
会
」
を
設

立
し
、
今
後
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
旨
を

報
告
。

③
報
告
事
項

・
会
員
加
入
・
脱
退
状
況
に
つ
い
て

・
日
商
創
立
1
0
0
周
年
記
念
事
業
オ
ン
ラ
イ
ン

講
演
会
に
つ
い
て

第
26
回

令
和
４
年
９
月
13
日（
火
）

①
令
和
4
年
度
玉
名
市
商
工
会
と
の
合
同
懇
談
会

に
つ
い
て

・
令
和
4
年
11
月
下
旬
〜
12
月
中
旬
の
開
催
と

し
、
昨
年
の
参
集
範
囲
に
加
え
、
商
工
会
の

若
手
会
員
に
も
参
加
を
依
頼
す
る
。

・
市
の
各
部
署
に
も
参
加
を
依
頼
し
、
行
政
と

の
情
報
共
有
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。 

②
報
告
事
項

・
会
員
加
入
・
脱
退
状
況
に
つ
い
て

第
27
回

令
和
４
年
10
月
11
日（
火
）

①
令
和
4
年
度
玉
名
市
商
工
会
と
の
合
同
懇
談
会

に
つ
い
て

・
開
催
日
程
や
テ
ー
マ
は
商
工
会
と
打
合
せ

し
、
懇
談
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
第
28
期
総

務
委
員
会
に
て
協
議
す
る
。

②
第
28
期
へ
の
引
継
事
項
等
に
つ
い
て

・
第
27
期
実
績
報
告
及
び
第
28
期
へ
の
引
継
事
項

に
つ
い
て
協
議
。
引
継
事
項
に
関
し
て
は
第
28

期
第
1
回
総
務
委
員
会
に
て
報
告
す
る
。

③
報
告
事
項

・
会
員
加
入
・
脱
退
状
況
に
つ
い
て

行
事
予
定
11
月
〜
1
月

11
月

17
日（
木
）

20
日（
日
）

23
日（
水
）

28
日（
月
）

12
月

7
日（
水
）

８
日（
木
）

13
日（
火
）

14
日（
水
）

18
日（
日
）

28
日（
水
）

1
月

4
日（
水
）

10
日（
火
）

11
日（
水
）

15
日（
日
）

24
日（
火
） 会

計
ソ
フ
ト
を
利
用
し
た
記
帳

指
導

年
末
調
整
説
明
会

湯
け
む
り
朝
市

第
1
6
2
回 

簿
記
検
定
試
験

玉
名
大
俵
ま
つ
り・
玉
名
市
産

業
祭

ジ
ュニ
ア
エ
コ
ノ
ミ
ー
カ
レ
ッ
ジ
実
践

販
売
会

職
場
親
善
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

★ 

第
2
週
以
降
に
広
報
･
福

祉
厚
生
委
員
会
を
開
催
予
定

正
副
会
頭
会
議

会
計
ソ
フ
ト
を
利
用
し
た
記
帳

指
導

日
本
政
策
金
融
公
庫
定
期
相

談
会

社
会
保
険
労
務
士
相
談
会

湯
け
む
り
朝
市

仕
事
納
め

★ 

第
2
週
に
総
務
委
員
会
を

開
催
予
定

仕
事
初
め

正
副
会
頭
会
議

日
本
政
策
金
融
公
庫
定
期
相

談
会

社
会
保
険
労
務
士
相
談
会

湯
け
む
り
朝
市

会
計
ソ
フ
ト
を
利
用
し
た
記
帳

指
導

★ 

第
2
週
に
総
務
委
員
会
を

開
催
予
定

★ 

下
旬
に
新
年
祝
賀
会
を
開

催
予
定

★新型コロナウイルス感染症の状況等により、日程変更、延期または中止の可能性があります。
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第
61
回 

熊
本
県
下
商
工
会
議
所
役
員
議
員
大
会
報
告

Ⅰ．環境変化に対応するための経済対策
　１．コロナ禍を乗り越えるための経済対策
　　（１）事業継続を支える資金繰り支援
　　（２）中堅・中小企業等の財務基盤強化や雇用維持に資する税制措置
　２．事業承継や創業、事業再構築への支援
　　（１）事業承継・事業引継ぎの推進
　　（２）新たな経済の担い手育成に向けた支援
　　（３）事業再構築に取り組む事業者への支援
　３．中小企業・小規模事業者のデジタル対応への支援
　４．新製品・サービス開発及び新たな販路獲得に向けた支援
　５．人材確保等への支援
　　（１）環境変化に応じた人材確保等への支援
　　（２）多様な人材が活躍できる環境の整備
　　（３）働き方改革関連法への対応に向けた支援
　６．中小企業・小規模事業者の基盤強化及び事業環境整備
　　（１）適格請求書等保存方式（インボイス制度）の導入が中小企業・

小規模事業者に与える影響に係る検証及び導入に向けた支援
　　（２）原材料及び資源価格高騰による急激な環境変化に対する支援
　　（３）取引適正化に向けた支援
　　（４）中小企業・小規模事業者の経営実態に応じた最低賃金制度

のあり方の抜本的見直し
　　（５）商工会議所の支援体制の強化等
Ⅱ．社会資本整備・開発構想の促進
　１．社会資本整備
　　（１）高速道路網及び主要道路網の整備について
　　（２）熊本県内の港湾整備促進について
　　（３）阿蘇くまもと空港の拠点性向上に向けたアクセス整備
　　（４）熊本都市圏の渋滞緩和策について
　　（５）県道３４７号寺田岱明線の渋滞緩和及び危険区間の歩道の整

備について（新規：玉名より要望）
　　（６）「菊池川水系流域治水プロジェクト」の早期完遂（新規：玉

名より要望）
　２．開発構想の推進
　　（１）島原・天草・長島架橋構想及び九州西岸軸構想の実現について
　　（２）八代・天草シーラインの実現に向けた推進について
　　（３）やつしろ物流拠点構想の推進について
Ⅲ．地域・観光振興の促進
　１．観光産業の需要回復と事業継続に向けた支援
　　（１）実効性の高い観光需要策の促進
　　（２）観光産業の事業継続支援（３）感染症類型の早期見直し
　２．地域への波及効果の高い観光の復興
　　（１）ポストコロナを見据えたインバウンドの受け入れ促進
　　（２）観光を支える交通基盤への支援
＜県内各地の地域・観光振興策について＞
　３．ＪＲ肥薩線の早期全線復旧
　４．阿蘇世界文化遺産登録に向けた支援
　５．「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」の世界文化遺産登

録に伴う天草の観光ルート開発による活性化策について
　６．令和３年度のユネスコ無形文化遺産の提案候補に選定された「野

原八幡宮風流」の観光資源としての活性化支援
　７．くまモンポート八代の利活用について
　８．エコパーク水俣の活用に伴う施設の充実について

令和４年度要望

玉
名
商
工
会
議
所 

表
彰
者
の
紹
介

　

７
月
26
日
（
火
）
に
熊
本
県
商
工

会
議
所
連
合
会
主
催
の
第
61
回
熊

本
県
下
商
工
会
議
所
役
員
議
員
大

会
が
湯
の
児　

海
と
夕
や
け
に
て
開

催
さ
れ
、
玉
名
商
工
会
議
所
か
ら
は

10
名
の
役
員
・
議
員
が
参
加
い
た
し

ま
し
た
。

　

本
年
度
の
要
望
案
に
つ
い
て
は

「
環
境
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の
経

済
対
策
」、「
社
会
資
本
整
備
・
開
発

構
想
の
推
進
」
を
は
じ
め
と
す
る
35

項
目
全
て
に
お
い
て
満
場
一
致
の
決

議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

併
せ
て
予
定
さ
れ
て
い
た
功
労

者
・
永
年
勤
続
者
表
彰
に
つ
き
ま
し

て
は
、
熊
本
県
商
工
会
議
所
連
合
会

よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
が
後
日
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
々
の
商
工

会
議
所
活
動
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
役
職
名
等
は
７
月
26
日
現
在
）
敬
称
略

永
年
勤
続
者
表
彰
（
議
員
）

《
20
年
以
上
勤
続
者
》

◆
常
議
員　

松
永　

裕
治　

◆
議　

員　

木
付　

博
文

◆
議　

員　

米
崎　

賢
一
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「日本商工会議所創立100周年記念式典」が
挙行されました。

　日本商工会議所では９月１６日（金）に創立１００
周年記念式典が挙行され、天皇陛下、岸田内閣総理
大臣をはじめ多数のご来賓の皆様をお迎えいたし
ました。
　天皇陛下や岸田内閣総理大臣、海江田衆議院副
議長、尾述参議院議長、西村産業経済大臣からご祝
辞をいただき、また、商工会議所宣言「～地域とと
もに、未来を創る～」が採択され盛会のうちに終了
しました。

『環境変化に対応するための経済対策を！』
熊本県商工会議所連合会 要望活動

　去る８月３０日(火)、県庁にて、熊本県商工会議
所連合会による県知事要望が行われ、また、９月３
日(土)には、ザ・ニューホテル熊本にて、県選出国
会議員との意見交換会が開催されました。
　当所からは島本会頭、西川専務理事が参加しま
した。要望内容は、コロナ禍を乗り越えるための経
済対策、事業承継・創業・事業再構築支援、デジタ
ル化への対応支援、新たな販路獲得や人材確保へ
の支援、その他、社会資本整備や観光振興の促進
を望むものとなっております。
　この中で当所島本会頭は、①県道３４７号線の
渋滞緩和等、②「菊池川水系流域治水プロジェク
ト」の早期完遂、③中小企業･小規模事業者の経営
実態に応じた最低賃金制度のあり方の抜本的見直
しについて発言し、当市の課題解決に向けた施策を訴えました。
　玉名商工会議所としましては、会員のみなさまの持続可能な経営、将来に向けての地域経済に資する要望を行っ
てまいります。また、行政や他の支援機関との連携により、課題に対して適時・適切な経営支援を行い、地域経済の
発展に寄与していきたいと考えます。

来賓に対し謝辞を述べる三村会頭
写真提供：日本商工会議所

県への要望会場のようす

熱心な意見交換が行われた発言する島本会頭
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※10月5日現在の情報を掲載しています。

　最新情報、詳細につきましては各事務局のホームページ・公募要領等を必ずご確認ください。

〈補助金額　※通常枠のみ抜粋〉
［通常枠］中小企業者等、中堅企業等ともに

【従業員数20人以下】         　100万円～2,000万円

【従業員数21～50人】         　100万円～4,000万円

【従業員数51人～100人】   　100万円～6,000万円

【従業員数101人以上】      　 100万円～8,000万円

※第7回公募より『原油価格・物価高騰等緊急対策枠』が新設されました。

※3.デジタル化基盤導入類型のみ一部ハードウェア購入費(上限有り)も対象

従業員規模に応じて、最大4,000万円まで、補助率3/4（一部2/3）

〈補助率〉
・ 中小企業者等2/3

 （6,000万円超は1/2）

・ 中堅企業等1/2

 （4,000万円超は1/3）

〈補助上限額〉
【1.通　常　枠】 最大1,250万円(従業員数によって上限が変動)

【2.回復型賃上げ・雇用拡大枠】

　　　　　　    最大1,250万円(従業員数によって上限が変動)

【3.デジタル枠】 最大1,250万円(従業員数によって上限が変動)

【4.グリーン枠】 最大2,000万円(従業員数によって上限が変動)

【5.グローバル展開型】 最大3,000万円(最小1,000万円)

〈補助率〉
・ 一律　2/3

事務局ホームページ

事務局ホームページ

事務局ホームページ

電子申請
（Ｊグランツ）

電子申請
（Ｊグランツ）

電子申請
（Ｊグランツ）

電子申請
（Ｊグランツ）

郵送
または

電子申請
（Ｊグランツ）

※IT導入支援
事業者との共同

申請が必要

事務局ホームページ

事務局ホームページ

〈補助上限額〉
【1.通　　常　　枠】 50万円

【2.賃金引上げ枠】 200万円

【3.卒　　業　　枠】 200万円

【4.後継者支援枠】 200万円

【5.創　　業　　枠】 200万円

【6.インボイス枠】 100万円

〈補助率〉
・ 一律　2/3

　(賃金引上げ枠のみ赤字企業は3/4)

〈補助上限額〉
【1.A類型】 30万円以上150万円未満
【2.B類型】 150万円以上450万円以下
【3.セキュリティ対策推進枠】  
　　　　　・5万円～100万円  
【4.デジタル化基盤導入型】
　　　　　・50万円以下
　　　　　・50万円超～351万円

〈補助率〉
1/2以内
1/2以内

1/2以内

3/4以内
2/4以内

〈補助上限額〉
【1.経営革新事業】 100万円～600万円

【2.専門家活用事業】 100万円～600万円

【3.廃業・再チャレンジ事業】50万円～200万円

〈補助率〉
一律　2/3以内

※1、5に関しては中小
　企業者は補助率1/2
　となります。
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主な
申請要件

新型コロナウイルス感染症に伴う主な支援策

主な
申請要件

ものづくり・商業
・サービス補助金

事業再構築補助金

第8回申請締め切り
令和5年1月13日（金）18：00

13次申請締め切り
令和4年12月22日（木）17：00

小規模事業者
持続化補助金

第10回申請締め切り
令和4年12月9日（金）

第11回は未定

IT導入補助金
　　　　　　申請締め切り
・通常枠（A・B類型）　　　　　
　令和4年12月22日（木）17：00（予定）
・セキュリティ対策推進枠
　令和5年  2月16日（木）17：00（予定）
・デジタル化基盤導入枠
　令和5年  1月19日（木）17：00（予定）

事業承継・引継ぎ
補助金

第3次申請締め切り
令和4年11月24日(木)

ポストコロナ・ウィズコロナ時代の変化に対応するための
企業の思い切った事業再構築を支援

・ 対象期間におけるコロナ禍を原因とした売上の減少

・ 認定経営革新等支援機関や金融機関もしくはその双方を事業
　計画を策定

・ 補助事業終了後3～5年で付加価値額等の増加基準を満たす
　事業計画

   ※その他にも要件があります。

新製品・サービス開発や生産プロセス改善等のための設備
投資等を支援

・ 日本国内に本社および補助事業の実施場所を有する中小
　企業者、特定事業者、特定非営利活動法人(定員の詳細は公募
　要領に記載があります)

・ 付加価値額＋3％以上/年、給与支給総額＋1.5％以上/年、事業場内
　最低賃金≧地域別最低賃金＋30円、これら全てを満たす3～5年の
　事業計画の策定

　※その他にも要件があります。

・ 小規模事業者(定義の詳細は公募要領に記載があります)

・ 策定した経営計画に基づいて実施する地道な販路開拓等のための
　取り組み

・ 商工会議所、商工会の支援を受けながら取り組む事業

   ※その他にも要件があります。

   ※経済対策にて、ウクライナ情勢等の影響を受けている事業所を
　　優先採択

主な
申請要件

小規模事業者等の地道な販路開拓等および業務効率化の
取り組みを支援

主な
申請要件

主な
申請要件

・ 中小企業・小規模事業者等(定義の詳細は公募要領に記載があります)

・ 「IT導入支援事業者」の選定および「ITツール」を選択した後、選定
  したIT導入支援事業者と共同で交付申請を作成・提出

　※その他にも要件があります。

中小企業・小規模事業者等の生産性の向上等に資するIT
ツール導入の取り組みを支援

・ 中小企業・小規模事業者等(定義の詳細は公募要領に記載があります）

・ 事業承継の要件を満たす事業所（詳細は公募要領に記載があります）

   ※その他にも要件があります。

事業承継やM&Aを契機とした経営革新への挑戦や、M&Aに
よる経営資源の引継ぎ、廃業・再チャレンジを行おうとする
中小企業者等を支援
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玉名青色申告会 玉名市高瀬290－1（玉名商工会議所内）
TEL72－3106 FAX72－3110（青色申告会担当）

お申し込み・
お問い合わせ

青色申告会がつくった「初心者にやさしい」会計ソフトです。
『ブルーリターンA』は、青色申告会の50年にわたる指導実績をもとに、勘定科目
の設定や取引の入力方式に独自のアイデアを盛り込んだ個人事業者に最適なパ
ソコン用会計ソフトです。

日々の取引をスムーズに入力（記録）していただくために、4つの入力方式を用意しました。ご自分の簿記・
パソコン習熟度に合わせてお好きな入力方法を選べます。いずれを使用しても複式簿記のルールに則って
仕訳（取引データ）が保存されます。

初めての方でも安心！
　　　　充実機能で使いやすい！
初めての方でも安心！
　　　　充実機能で使いやすい！

個人事業者の方
次の業種は標準的な勘定科目が設定されています。
小売・卸売業、製造業、理容・美容業、飲食業、建設業、
サービス業、運送業、農業、不動産貸付業、その他

19,800円(税込)

9,900円(税込)

29,700円(税込)

本体価格
保守料(3年間分)
合計価格

対応事業者

対応業種

複式簿記の知識があまりない方でも、画面に表示される質問に答えるだけでスムーズに仕訳が作成
されます。

現金、普通預金、当座預金、売掛金、買掛金の各出納帳の入力ができます。補助科目が設定してある
場合、補助科目別に取引入力が可能で、通帳別・得意先別に残高管理することができます。

1.メニュー入力

2.帳簿入力

複式簿記、パソコン習熟者向けの入力方式です。
行複写、一括登録機能などを利用することにより、一度に複数の取引を入力できます。3.仕訳帳入力

市販されている振替伝票と同じ様式です。
複式簿記を理解され、振替伝票で記帳されている方に便利な入力方式です。4.振替伝票入力

●価格及び保守料金について●こんな方におすすめです!

●入力方式

★毎年の税制改正等に対応したソフトをお届けするため、保守料を承ります。

パソコン用会計ソフトブルーリターンA

　玉名商工会議所では右記のとおり定期
相談会を毎月開催しております。
　また、完全予約制にてオンライン相談会
も実施しております。

事業資金を検討中の方、
ぜひ相談会をご利用ください。
（直接、公庫の担当者に相談できます。）

相談日

時　間

毎月第2火曜日

午前10時～午後2時

お問い合わせ先

玉名商工会議所
中小企業相談所

☎(0968)72-3106
【担当】松本、早野、森木

日本政策金融公庫の定期相談会・オンライン相談会

☆ご相談を希望される方は事前にご連絡
　ください。

要予約
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853円です。
　この最低賃金は、県内すべての事業所、労働者
（常用、臨時、パート、アルバイト含む）に適用され
ます。なお、厚生労働省では、以下のとおり最低賃
金引上げに向けた中小企業への支援事業を実施
しています。詳細は、熊本労働局労働基準部賃金
室または、玉名労働基準監督署へお尋ねください。

時間額

熊本県
最低賃金
熊本県最低賃金が令和４年10月１日から改定されました。
新しい最低賃金額は、

熊本労働局労働基準部賃金室（TEL 096-355-3202）
玉名労働基準監督署 （TEL 0968-73-4411）

必ずチェック最低賃金！使用者も、労働者も。

熊本労働局 総務部 労働保険徴収室 TEL 096-211-1702
玉名労働基準監督署 TEL 0968-73-4411　ハローワーク玉名 TEL 0968-72-8609

11月は
　事業主の皆様、「労働保険」の加入はお済みで
しょうか。
　「労働保険」とは、労災保険と雇用保険を合わせ
た総称で、政府が管掌する保険制度です。
　この「労働保険」は事業の種類や規模に関わり
なく、農林水産業の一部を除いて、労働者を一人
でも雇用している事業主は、加入手続きを行い労
働保険料を納付しなければなりません。しかし、
サービス業等を中心に、加入手続がされていない
事業場が、かなりの数残っております。労働者の方
が業務上や通勤途中において負傷したり、病気にか
かったり、あるいは不幸にも死亡された場合に必要
な労災保険給付が受けられるように、また、リスト
ラや倒産等により失業した場合の失業給付や、在職
中における育児及び介護休業給付等が受けられる
よう、速やかに保険の加入手続きをされますようお
願いします。
　なお、労働保険制度や加入手続きのお問い合わ
せは、最寄りの労働基準監督署かハローワーク
（公共職業安定所）または、熊本労働局労働保険徴
収室へお気軽にお尋ねください。

「労働保険適用促進強化期間」です
第254号（11）令和４年11月15日



特定商工業者制度について

●法定台帳とは？
商工業者の実態を調査し、作成する台帳のこ
とです。国や県、市は法定台帳に基づいてそ
の実態を把握し、商工業の発展・振興に役立
てております。

●負担金とは？
商工会議所が法定台帳を作成・管理・運用し
ていく上での必要最低限の経費として、特定
商工業者の過半数の同意をもとに、県知事の
許可を受けて負担いただくものです。玉名商
工会議所管内では、年間2,000円をご負担い
ただいております。

※商工会議所法（抜粋）
法定台帳の作成 （第十条）　商工会議所は、成立の日から一年以内に、特定商工業者について政令で定める事項を
登 録 し た 商 工 業 者 法 定 台 帳（ 以 下「 法 定 台 帳 」とい う 。）を 作 成 し な け れ ば な ら な い 。
負担金（第十二条）　商工会議所は、法定台帳の作成、管理及び運用に要する経費に充てるため、政令の定めるとこ
ろにより、経済産業大臣の許可を受けて、特定商工業者に対して、所要の負担金を賦課することができる。

　商工会議所では商工会議所法に基づき特定商工業者法定台帳を作成し、それを管理しなければ
ならないと定められております。

①常時使用する従業員の数が20人
　（商業･サービス業は5人）以上の事業所
　　　　　　　　　　または

②資本金額または払込済出資総額が300万
円以上である事業所が対象になります。
該当される事業所の皆さまにつきましては、負担金
のご案内をさせていただいておりますので、納入に
ご協力をお願い申し上げます。

本商工会議所の地区内の営業所等のうち、
次のいずれかに該当される方は
特定商工業者に該当します。

～玉名商工会議所WEBセミナーサービス～～玉名商工会議所WEBセミナーサービス～
　WEB セミナーは玉名商工会議所の専用サービスです。会社や自宅にいながら、インターネットから観たいセミ
ナーがいつでも視聴できます。忙しくてセミナーや研修会に参加できない方などに最適です。お気軽にご活用くだ
さい。実務家、一般経営、税務、人材育成、環境など、ジャンル別にタイトルを検索できるので、知りたい情報が
すぐに見つかります。
　ご視聴の際にはアカウント（ID とパスワード）が必
要ですので、玉名商工会議所ホームページへアクセスし、
下記 IDとパスワードを入力のうえご視聴ください。

ID：ｋ3227　パスワード：3106

玉名市プレミアム付商品券事業
使用期間は 令和４年１１月３０日(水)まで
商品券が使える店舗
（「玉名市プレミアム付商品券事業」で検索ＯＫ）

登録店のみなさまへ／換金の期限は12月15日(木)までです。換金漏れのないようにご注意ください。

『たまな寅好得券』の使い忘れはございませんか！？
たいがーすいとっけん

お問い合わせ先 玉名市プレミアム付商品券事務局　〒865-0025 玉名市高瀬548 肥後銀行玉名支店２Ｆ
■受託事業者／(株)肥後銀行　■運営事務局／(株)ＴＫＵヒューマン
■コールセンター 　　0120-102-373　開設期間／11月30日まで（受付時間9:00～19:00）

令和４年11月15日 （12）



カタログ・ポスター・カレンダー・
DM・PR誌・会社案内・パッケージなど
各種印刷物の企画制作などを通じて、
お客様の販売促進をお手伝い致します。

本　　　社　熊本県玉名市寺田123-1 TEL（0968）73-2055 FAX（0968）72-3504

大 分 支 社　大分市広瀬町二丁目3番40号 TEL（097）546-6677 FAX（097）546-6655

退職職員
挨拶新入職員

挨拶

荒木 大和
あら   き　　 や  ま  と

中小企業相談所
経営指導員

中小企業相談所
経営支援員

渡辺 弘晃
わた  なべ　  ひろ   あき

事務局の動き 　このたび一身上の都合により8月末
をもちまして退職いたしました。私が
約7年間無事に勤めさせていただきま
したのも、会員の皆様のご指導とご
厚情によるものであり、深く感謝申し
上げます。コロナ禍の中での退職とな
り、大変申し訳なく存じますが、一刻
も早いコロナの終息と会員の皆様の
事業回復、ひいては玉名の商工業の
更なる発展を祈願し退職のご挨拶と
させていただきます。

　はじめまして。9月に入所しました渡
辺弘晃と申します。玉名の土地勘もな
く、皆様にご迷惑をお掛けすることも
多 あ々るかと存じますがチャレンジ精
神を持って業務に取り組み、皆様の
お役に立てるよう努めて参ります。そ
して玉名の商工業の発展に貢献でき
るように精進して参ります。今後ともよ
ろしくお願いいたします。

第254号（13）令和４年11月15日



お問い合わせ・お申込み先は
玉名商工会議所中小企業相談所まで
玉名市高瀬290-1
TEL72-3106・FAX72-3110

☆中小企業の皆さまへ～こんなお悩みはありませんか？～

エキスパートバンク（経営・技術強化支援事業）」制度は、経営・技術面の対策にお困りの小規模企業の皆
さまを問題解決に向けてサポートする制度です。「中小企業診断士」「税理士」「社会保険労務士」「司法
書士」「弁理士」「ＩＴ関連」「接客・接遇関連」など各方面のエキスパートを事業所へ派遣し、具体的・実
践的なアドバイスを行います。小規模企業以外の方は会報折込の専門家派遣制度が利用できます。
費　　用： 無料です。（但し、指導を行う際に必要な材料費等は実費負担となります。）
対　　象： 小規模企業（商業・サービス業は5人以下、製造業・建設業などは20人以下）が対象となります。
利用方法： 商工会議所にご相談ください。相談内容を確認し、登録エキスパートを当所で選出後、事業所に派遣します。

経営、特許、店舗設計・診断、労務、情報関連、
デザイン、創業、会計・税務など

経営計画の作成や
資金繰りについて
アドバイスを受けたい！

労務管理・
就業規則を
整備したい！

まずは

お気軽
に

ご連絡

ください
！！

インターネットを
ビジネスに
活用したい！

人材の
レベルアップを
図りたい！

などなど…

相談事例

そんな時には、エキスパートバンク制度がお役に立ちます！！そんな時には、エキスパートバンク制度がお役に立ちます！！

（14）令和４年11月15日



髙瀬蔵のご利用に関する詳しい内容は、髙瀬蔵ホームページを
ご覧いただくか、NPO法人髙瀬蔵までご連絡ください。
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ＮＰＯ法人髙瀬蔵
TEL（0968）72‐2480

１１月～１２月イベント情報１１月～１２月イベント情報
●第12回 アートin髙瀬彫刻展
勝野眞言 彫刻展 ‐土の手仕事、火の仕事‐
開催期間：１１月２０日(日）～１２月４日(日）
開催時間：１０：００～１９：００

（最終日は１５：００まで）
入場無料
主　　催：NPO法人髙瀬蔵
協　　力：崇城大学 芸術学部・勝野研究室
お問合せ：TEL・FAX：０９６８-７２-２４８０　
HP：https://takasegura.jp/

●第12回 アートin髙瀬彫刻展
勝野眞言 彫刻展 ‐土の手仕事、火の仕事‐

蔵 通 信

★新型コロナウィルス感染防止のため、入場の際は、

マスク着用、手洗い消毒をお願いします。

また、感染の状況によっては変更になる場合があります。

★新型コロナウィルス感染防止のため、入場の際は、

マスク着用、手洗い消毒をお願いします。

また、感染の状況によっては変更になる場合があります。
髙瀬蔵ホームページ
　　　　https://takasegura.jp/

　第12回 アートin髙瀬彫刻展は崇城大学芸術学
部・勝野学部長の個展です。
　熊本で出会った天草陶土を使った白磁作品を中
心に約５０点の立体・平面作品を展示します。
　ダイナミックな蔵ホールの空間と華麗な美術作
品のコラボレーションをぜひお楽しみください。

　毎月第３日曜日に、立願寺公園にて軽トラ朝市を開催しています。新鮮な海産物
にお惣菜、和洋菓子や手作り雑貨などがたくさん並び販売されています。
　毎月内容が変わる大好評の空きくじなしのガラポン抽選会やステージイベント、フ
リーマーケットも開催していますので、お誘い合わせのうえ、ぜひお越しください！

玉名立願寺マルシェ
湯けむり朝市実行委員会事務局（玉名商工会議所内）
ＴＥＬ（０９６８）７２―３１０６

お問い
合わせ

●令和4年11月20日（日）
※天候等によりやむを得ず延期や中止とな
る場合がございます

湯けむり朝市は感染症予防対策を行い実施
しております。

今後の朝市開催日程(予定)
・１２月１８日（日）・令和５年１月１５日（日）
・ ２月１９日（日）・３月１９日（日）

＊時間　午前  7時30分～午前11時30分  　＊場所　立願寺公園（足湯公園） ○実行委員会では湯けむり朝市に出店してい
ただける方を募集しております。朝市につ
いての詳細や出店を希望される方はお気軽
に事務局までお問い合わせください。

第254号（15）令和４年11月15日
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㈱玉想
㈱髙場工業
㈲シマダ保険事務所
MOTODA DESIGN

玉名市岩崎49-1
長洲町梅田703-3
玉名市大倉511-1
玉名市立願寺189-4

氏　名青
年
部
新
入
会
員
紹
介

事業所名

会員募集中！
事業所所在地

葬祭業
建設業（管工事業）
保険業
Tシャツ等デザイン業

業　種
山川　武志
川野上雄大
角田　貴浩
元田　直人

令和4年8月度例会『未来会議』を開催しました。

新入会員説明会を開催しました。

　令和４年８月29日（月）に熊本県議会議員である城戸淳氏と坂梨剛昭氏をお招きし、『未来会
議』を開催しました。
　「玉名・県北地域を活性化させるためには」という演題のもと講話を頂き、その後意見交換を行
いました。地方創生という同じベクトルのもと、官民の連携強化を図ることが出来ました。
　青年部メンバーからも活発に質問や意見が出され、とても有意義な会となりました。

　令和４年８月22日（月）に新入会員説明
会を行いました。令和５年の九州ブロック
大会玉名大会に向けて会員増強を図って
いる中で、多くの新入会員を迎えることが
できました。
 青年部の組織について、また行事への出欠管理等がで
きるエンジェルタッチの使い方等を学んでいただき、今
後の青年部活動へ活かしてもらいたいとの趣旨で企画さ
れました。

第14回 熊本県商工会議所青年部連合会
会員大会 荒尾大会に参加しました。

　令和４年10月１日（土）に『第14回熊本県
商工会議所青年部連合会 会員大会 荒尾
大会』が開催され、当青年部より23名が参
加しました。
　令和５年度熊本県連会長に荒尾YEGの
梅野氏が就任され、令和５年度九州ブロッ
ク大会玉名大会が正式に承認されました。

（16）令和４年11月15日 青年部だより


